
:,&‘;Ｉ

平城宮跡発掘調査部

現本堂の西側に収蔵庫を建設するのに先立つ事前調査を，奈良県教育委員会と合同で実施し

た。調査地は石田茂作復原の講堂西部，西・北面回廊の接統部にあたる。発掘区の大半は中世

の池ＳＧＯ８．土鱗ＳＫ１１で破壊されていたが，飛鳥～奈良時代の遺構として，建物３棟・溝３

条・石組１基を検出することができた。これらは層位関係等から３時期に区分できる。

Ｉ期建物ＳＢＯ６は深さ約２５ｃｍで残存する基聴の掘込地業によって確認し，その西肩を検
出した。西肩は方眼北に対し北で西に約３度偏する。石組ＳＸＯ１はＳＢＯ６の掘込地業上にあり，

Ⅱ期の建物ＳＢｌ６の版築下で検出した。ＳＢＯ６と関連する遺構ではあるが，性格は不明である。
Ｉ期建物ＳＢＯ６の掘込み地業を切る別の掘込み地業を確認した( ＳＢ１６) 。地業の束肩では

方眼北に対し，北で西へ約28度偏する石敷溝ＳＤＯ４を検出した。ＳＤＯ４はＳＢ１６の東雨落溝と
考えられる。これは，石田・奈良県教育委員会が聖天堂西側で，奈良県教育委員会が塔南側で
検出した石敷溝と方位が一致する。建物ＳＢ１５は掘立柱の建物か塀である。柱痕跡から格子目

叩き平瓦が出土した。方位は不明だが，ＳＢ１６とともに従前の調査で検出した，磁北に対し約
2 0 度西偏する，岡本宮の時期に比定される遺構と同一時期と考えられる。
Ⅲ期溝ＳＤＩ２．１３は昭和3 6 年の石、の調査で検出され，西而回廊西側・北面回廊北側の地

覆石抜取溝に想定したものである。

遺物検出した主なものは飛鳥時代の単弁軒丸瓦・法隆寺式軒瓦・奈良時代の軒瓦である。
まとめ今回の調査はごく狭い範囲にもかかわらず，方位を異にする３時期の造営を確認す
ることができた。なかでも従来，岡本宮の時期に比定されていた遺構群に先行する基壇建物ｓ
ＢＯ６が検出できたことは，特記すべき禰実であろう。（立木修）
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北面中門

右京三条一坊・三条大路
左京二条四坊八坪
法華寺西南隅
右京三条二坊三坪
左京四条二坊
左京六条二坊三坪
ｲ ．i 京一条二坊四坪
欝東辺部
薬師寺西院跡
右京七条二坊一方坪
宮北方築地
西大寺南門西方
右京一条二坊十二坪
右京二条二坊三坪
簡西北部
右京二条二坊十一・十五坪
薬師寺西耐大垣
推定松林苑南辺
法韮寺境内
ｲ i 京九条二坊十二坪
右京七条二坊八坪
西市
左京三条一坊を間大路
宮西北部
左京二条二坊を門大路
右京一条二坊七坪
右京二条四坊十五坪
右京一条二坊十二坪
右京四条二坊十四・十五坪
西隆寺旧境内
宮東辺部
: ｲ i 京七条四坊一・八坪
法華寺旧境内
左京三条三坊十一坪
宮北部
左京三条二坊大路交差点
左京五条一坊十三・十四坪
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調査地区
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西大寺

法隆寺
法隆寺若革伽監
超昇寺城
法起寺

捜唯蛾移転地
防災工亦
道路改修
災測調査
収蔵応建設
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